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十
和
田
市
は
、
昭
和
30
年
２

月
１
日
に
「
三
本
木
市
」
と
し

て
発
足
し
、
翌
31
年
10
月
10
日

に
国
立
公
園
十
和
田
湖
に
ち
な

み
「
十
和
田
市
」
に
改
称
し
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
官
庁
街
通
り
は
、
元
軍
馬
補
充
部
三
本
木
支
部
の
中
央
道
路
で
幅
36
メ
ー

ト
ル
の
街
路
と
し
て
戦
後
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
で
す
。

　
桜
と
松
の
並
木
が
四
季
折
々
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
見
せ
、
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、ま
た
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。昭
和
61
年
に
は「
日

本
の
道
・
百
選
」
に
選
ば
れ
、
こ
の
た
め
昭
和
63
年
か
ら
平
成
５
年
ま
で
官

庁
街
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
整

備
事
業
が
行
わ
れ
、
装
い
を

新
た
に
し
、以
後
「
駒
街
道
」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
「
ふ

れ
あ
い
の
道
」
と
な
り
ま
し

た
。
馬
に
ち
な
ん
だ
オ
ブ

ジ
ェ
が
置
か
れ
る
と
共
に
、

稲
生
川
を
思
い
浮
か
べ
た
「
水
の
流
れ
」
が
設
け
ら
れ
一
層
魅
力
を
増
し
て

き
ま
し
た
。
新
緑
の
時
期
は
、
桜
の
ほ
か
に
松
や
杉
な
ど
古
い
樹
木
が
多
く
、

す
っ
ぽ
り
と
空
を
覆
う
ほ
ど
の
新
緑
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
４
年
に
は

全
国
的
に
も
稀
な
美
し
い
街
路
と
し
て
「
新
日
本
百
景
」
に
選
ば
れ
、
観
光

客
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
「
み
ど
り
と
太
陽
の
街
」
が
、

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　
十
和
田
市
で
軍
馬
と
呼
ん
で
い
る
の
は
馬
の
こ
と
で
は
な
く
、
軍
馬
補
充

部
の
組
織
で
あ
り
、
建
物
で
あ
り
、
農
場
の
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
地
元

の
人
た
ち
は
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
ま
す
。
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０
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「官庁街通り」

写真提供／和田　光弘

　「日本の道・百選」の「官庁街通り」は十
和田市が今日まで発展する基になったみち
であり、さらに全国的にも稀な美しい街路
として「新日本・百景」にも選ばれてい
ます。
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三
本
木
に
軍
馬
補
充
部
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
馬
の

産
地
と
い
う
理
由
も
あ
り
ま
す
が
、
土
地
が
広
大
で
あ

る
こ
と
が
大
き
な
条
件
で
し
た
。
戦
後
の
日
本
土
地
利

用
記
録
の
中
に
、
わ
が
国
の
開
発
可
能
な
地
域
と
し
て

「
三
本
木
原
」
が
最
も
有
望
と
指
摘
さ
れ
、
以
来
国
か

ら
の
命
令
に
よ
り
馬
の
育
成
に
力
を
入
れ
、
当
時
の
民

が
労
力
を
費
や
し
ま
し
た
。
国
か
ら
の
指
示
を
受
け
て

開
発
し
、
時
が
移
り
現
在
の
市
の
中
心
街
に
ま
で
発
展

し
た
の
で
す
。

　
現
在
の
美
し
い
街
道
は
、
元
は
放
牧
の
景
色
か
ら
生

ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
南
部
は
、
南
部
光
行
が
源
頼
朝
か
ら
戦

功
と
し
て
与
え
ら
れ
た

糠
部
郡
（
現
在

の
岩
手
県
北
部
か
ら
青
森
県
東
部
）
の

領
地
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
古
来
、
南
部

地
方
は
野
生
馬
の
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
三
本
木
地
方
で
は
江
戸
の
中
期
以
来
、

南
部
駒
踊
り
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
南
部
駒
踊
り
は
、
現
在
も
行
事
が
あ
る

ご
と
に
演
じ
ら
れ
て
お
り
、
い
に
し
え
を

思
い
浮
か
ば
せ
、
民
を
楽
し
ま
せ
て
い
る

文
化
芸
能
で
す
。

　
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に

か
け
て
武
士
の
間
で
盛
ん
に
行

わ
れ
た
射
技
で
す
。
騎
射
の
一

種
で
馳
せ
な
が
ら
馬
上
よ
り
矢

継
ぎ
早
に
鏑
矢
で
的
を
射
る
競

技
で
す
。
南
部
地
方
は
野
生
馬

の
生
息
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

こ
の
競
技
が
盛
ん
に
な
り
、
馬
上
か
ら
的
を
射
る
技
術
が
今
日
ま
で
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
射
技
を
観
る
た
め
に
多
数
の
見
物
者
が
集
ま
り
ま
す
。

　
官
庁
街
に
入
る
と
ま
も
な
く
十
和
田
市
現
代
美
術
館

が
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
世
界
の
一
流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
芸
術
作
品
を
身
近
に
鑑
賞
で
き
る
美
術
館
で
す
。

　
並
木
道
と
現
代
ア
ー
ト
が
不
思
議
に
調
和
し
て
お
り
、

白
亜
の
建
物
は
街
道
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
い
つ
か
南
部

地
方
全
域
が
県
内
の
多
様
な
芸
術
作
品
に
整
え
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

文
／
上
十
三
地
区
　
編
集
協
力
員
・
地
域
通
信
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
川
　
万
喜
太

写
真
提
供
／
和
田
　
光
弘

か
ぶ
ら 

や
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ミワさんが編んだセーター

◉

完成させたジグソーパズル
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◉
川
村
登
茂

青春時代のお気に入りの1枚

インタビュー時の塚原さん

うた声喫茶での真面目な男性群

ラジオ体操の後、皆さんと
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◉

日課の新聞を使った脳トレ

ご自慢のひ孫さんと
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◉

ご自宅の居間で

平成29年 八戸市文化協会新春パーティー
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世界ベテラン卓球にて準優勝

「レディス三沢」20周年記念

◉
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自分も乗務した機関車の写真の前で

◉

当時を熱っぽく語る藤田さん

沖館小6年生の生徒に空襲の体験を語る
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　年齢にとらわれずに、自らの責任と能力において自由で生き生きとした生活を送ることを実践している
方々に贈られる内閣府の「エイジレス章」に本県から３名、団体を対象とした「社会参加章」に５団体が選
ばれました。この受章は県や各市町村からの推薦に基づき内閣府が決定しています。
　今年の表章式は「誰もが生きがいを持ち、活躍する地域へ ～人生100年時代のエイジレス社会とは～」と
題し、10月12日に高齢社会フォーラム in 八戸冒頭で行われ、内閣府から書状と記念の盾が贈られました。
また、これまでに表章された方の活動事例発表があり、東北ブロックから１名１団体の事例について紹介さ
れました。
　今回はエイジレス章を受章した柴田百代さん（78歳）と、昨年受章し活動事例発表した武田茂さん（83
歳）を紹介します。

子供たちにお点前を教えています 茶道教室の生徒と楽しくふれあい

青森県長寿社会振興センター山谷所長（左）、柴田百代さん（右）表章のようす

　定年後、「地域に貢献できることがしたい」と自ら活動の場を探し、児童館で茶道教室を始めまし
た。平成12年から18年間、休むことなくボランティアで教室を続けており、今まで教えた子供達は
1,500人を超えます。
　周辺地域の人達から「茶道をはじめてから、子供たちの方から声をかけ挨拶してくれるようになっ
た」と世代を超えたふれあいへと繋がり、大変喜ばれています。また、小学校や福祉施設へ出向き、
茶会を開催したり自主講座を開講するなど、活動の場を広げています。
　茶道をきっかけに、若者からシニアまで世代間交流が出来る場所づくりや、地域の人達と一緒に生
きがいや仲間づくりに取り組んでいきたいと晴れやかな笑顔でお話ししてくれました。

柴田 百代
さん

〈エイジレス章〉
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　煩雑で細かい作業が多い「押し花」を、その楽しさを伝えたいという情熱をもって、手間と時間を
惜しまず活動しています。地域のこども園や婦人学級での講師のほか、金融機関や病院、福祉施設で
の展示会も開催。世界のラン展など展覧会への作品出展も積極的にしています。
　在日米軍三沢基地（三沢市）では20年間もの長きにわたり「ジャパンデー」イベントに参加し、
外国人へ日本の「押し花」を伝え、その親切で丁寧な活動に対して三沢基地から感謝状を贈呈される
など日米交流にも貢献しています。
　これからの夢について、「［押し花］で人々の心に届く “潤いと癒し” を届けたい」と穏やかでありな
がらも力強い言葉でお話しされました。

武田　 茂
さん

武田さんの作品

活動事例発表のようす押し花教室の生徒と

めんだりカッチャの会
細野相沢冬物語実行委員会
新田城まつり運営委員会
八戸婦人ボランティア「いちいの会」
島守田園空間博物館運営協議会

柴田　百代さん（78）
岩﨑　光宏さん（73）
石津　正廣さん（72）

青森県（青森市）
八　　戸　　市
八　　戸　　市
青森県（中泊町）
青　　森　　市
八　　戸　　市
八　　戸　　市
八　　戸　　市

エイジレス章
（３名）

社会参加章受章団体
（５団体）

【
青
森
県
の
受
章
者

　
　
　
お
よ
び
受
章
団
体
】

〈活動の紹介〉

推薦自治体名 氏名・グループ等の名称

10



　富山県内15市町村を会場とし「ねんりんピック富山2018」

が開催されました。

　60歳以上のシニアを中心としたスポーツ・文化の祭典で「夢

つなぐ 長寿のかがやき 富山から」と題して、大会史上最多の

27種目で競い合いました。開会式では、全国47都道府県と20

政令都市から約１万人の選手・役員が一堂に会しました。

　青森県からは、青森県長寿社会振興センターの山谷文子所長

を団長とし、選手総勢105名が19種目（シンポジウム含む）

に参加。

　大会前日の２日（金）には新青森駅で結団式を行い、「エイ

エイオー」の掛け声で士気を高め富山県に出発しました。

　開会式では「富山きときと夢KIDS」という小学生応援サ

ポーターと交流しました。

　青森県選手団の結果は、次ページの通り。グラウンド・ゴル

フ交流大会では、中西興子さん（八戸市）が女子の部で優勝。

また、最終日の総合閉会式では、次回の開催地である和歌山県

へ大会旗が引き継がれ、４日間の熱い戦いは幕を閉じました。

きときと君

弓道交流大会 囲碁交流会パークゴルフ交流大会

新青森駅にて結団式

青森県選手団と小学生応援サポーター
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卓球・テニス・ソフトボール・ゲートボール・ペタン

ク・ゴルフ・マラソン・弓道・剣道・水泳・グラウン

ドゴルフ・サッカー・ソフトバレーボール・ウォーク

ラリー・太極拳・パークゴルフ・囲碁・健康マージャ

ン・シンポジウム

清野　正雄さん
「雷（いかずち）」

長内　レイさん
「和風ツーピース」

グラウンド・ゴルフ女子の部優勝・中西興子さん

◎出場種目（19種目）

ねんりんピック富山2018の福祉・生きがい関連イベ

ントである美術展には、全国から日本画、洋画、彫

刻、工芸、書及び写真の６部門の合計524点が寄せ

られました。青森県からは６部門に８作品を出展し

ました。

◎美術展

◎上位結果

◎最高齢者賞・その他特別表彰

種　　目　　名 内　　　容 順位 表彰項目 選　手　名 チーム名等

グラウンド・ゴルフ（高岡市） 女子の部 １位 優　　勝 中　西　興　子

ソフトテニス（高岡市） 第３位グループ １位 優 秀 賞 青森県チーム

ペタンク（南砺市）
交流大会リーグ戦
Nブロック

３位 青 森 八 甲 田

ソフトバレーボール（黒部市）
第１位グループ
５ブロック

３位 岩崎ノナクラブ

水　　泳（富山市）
平泳ぎ　25ｍ（65～69歳）
平泳ぎ　25ｍ（80歳以上）
背泳ぎ　25ｍ（80歳以上）

６位
４位
６位

成　田　文　昭
工　藤　正　子
肥　後　　　茂

種　　目　　名 表　彰　項　目 選　　　　手　　　　名

健康マージャン（射水市） 高 齢 者 賞 九　戸　健　介（85歳）

マラソン（滑川市） 高 齢 者 賞 佐　藤　　　鼎（83歳）

テ ニ ス（富山市） 高 齢 者 賞 田　髙　恵美子（79歳）

剣　　道（砺波市） 砺 波 市 特 別 賞 小　林　　　猛
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い
う
の
は
案
外
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
線
路
の
切
り
替

え
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
に
、
そ
の
後
の
人
生
ま
で
も
違
う
方
向

に
導
い
て
く
れ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　さ
て
、
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
で
は
、
市
民
セ
ン

タ
ー
や
公
民
館
、
集
会
所
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
教
室
が
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　そ
の
中
で
も
、
健
康
は
誰
も
が
興
味

の
あ
る
分
野
で
す
の
で
、
講
話
か
ら
実
際
に
身
体
を
動
か
す

も
の
ま
で
「
健
康
教
室
」
の
開
催
回
数
は
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
公
的
な
機
関
が
開
催
す
る
教
室
は
、
参
加
費

が
安
価
で
無
理
を
さ
せ
な
い
内
容
の
も
の
が
多
い
の
で
、
恐

る
恐
る
参
加
し
た
と
し
て
も
、
き
っ
と
楽
し
め
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
知
ら
な
い
人
の
中
に
飛
び
込
む
の
は

ち
ょ
っ
と…

…

運
動
な
ん
か
苦
手
な
の
に…

…

と
億
劫
に
な

る
気
持
ち
も
わ
か
り
ま
す
が
、
思
い
切
っ
て
勇
気
を
出
し
て

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　使
っ
た
勇
気
と
引
き
換
え
に

得
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　健
康
教
室
で
知
識
を
得
た
り
運
動
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

私
た
ち
は
「
行
く
べ
き
場
所
」
が
で
き
る
と
、
そ
の
日
そ
の

時
間
に
向
け
て
様
々
な
段
取
り
を
し
ま
す
。
こ
の
段
取
り
が

脳
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、
自
宅
か
ら
会
場
ま
で
の

移
動
も
運
動
に
な
り
ま
す
。
健
康
教
室
に
通
う
こ
と
は
運
動

も
脳
ト
レ
も
で
き
る
一
挙
両
得
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
わ
け
で

　で
き
れ
ば
暖
房
器
具
の
前
で
背
中
を
丸
め
て
じ
っ
と
し
て

い
た
い
寒
〜
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
元
気
に
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　さ
っ
そ
く
で
す
が
、
今
回
の
テ
ー

マ
は
健
康
と
の
〝
出
会
い
〞
に
つ
い
て
で
す
。

　身
体
は
大
き
く
て
も
、
運
動
音
痴
で
足
が
遅
く
、
体
育
の

時
間
が
大
嫌
い
だ
っ
た
私
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
、
小
学
校
３
年
の
時
に
見
た
『
サ
イ
ン
は
Ｖ
』

と
い
う
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
漫
画
で
し
た
。
天
井
高
く
打
ち
上
げ

た
サ
ー
ブ
が
ジ
グ
ザ
グ
に
落
ち
て
き
て
相
手
コ
ー
ト
に
突
き

刺
さ
る
「
稲
妻
落
と
し
」
や
、
左
右
の
ア
タ
ッ
カ
ー
が
ネ
ッ

ト
の
中
央
で
ジ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
交
差
す
る
た
め
ど
ち
ら
が

打
つ
か
わ
か
ら
な
い
「
Ｘ
攻
撃
」
な
ど
を
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

で
真
似
し
て
は
幸
せ
な
気
分
に
浸
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
高
校
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
シ
ャ
ト
ル
を
触
っ
た
こ
と

も
な
い
の
に
迷
わ
ず
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
の
は
、
憧
れ
の
Ｙ

君
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
選
ん
だ
か
ら
で
し
た
。
そ
ん
な
出
会

い
だ
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
下
手
で
す

が
、
い
ま
だ
に
大
好
き
で
す
。

　小
学
生
の
私
は
、
運
動
会
の
徒
競
走
は
い
つ
も
ビ
リ
。
逆

上
が
り
は
ク
ラ
ス
で
最
後
の
方
に
や
っ
と
出
来
ま
し
た
。

今
、
健
康
や
運
動
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
話
し
し
て
い
る
事

自
体
が
不
思
議
で
す
が
、
人
が
何
か
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
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　昭和36年生まれ。血液型はＢ型。性格は大雑把。失敗を気にしないため、常に前向き。
　好きな言葉「しあわせはいつも自分のこころがきめる」。
　※健康運動指導士とは「個々人の心身の状態に応じた、安全で効果的な運動を実施するための運動プログ
　　ラムの作成及び指導を行う者」として（公財）健康・体力づくり事業財団が認定する資格です。

● プロフィール ● 健康運動指導士　棟方由美子

す
。
運
動
音
痴
だ
っ
た
私
に
、
幼
い
頃
そ
し
て

高
校
生
の
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
入
口
の
ド
ア
を

開
け
た
く
れ
た
漫
画
と
憧
れ
の
人
。
そ
ん
な
出

会
い
の
チ
ャ
ン
ス
は
、
実
は
そ
こ
か
し
こ
に
あ

り
ま
す
。
２
０
１
９
年
は
ぜ
ひ
地
域
の
教
室
を

〝
健
康
と
の
出
会
い
〞
と
考
え
、
ど
ん
ど
ん
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
自
身
も
健
康
に
な
り

ま
す
し
、
我
々
年
長
者
が
、
生
活
の
中
に
運
動

す
る
時
間
を
つ
く
る
姿
を
普
段
か
ら
見
せ
る
こ

と
で
、
き
っ
と
子
供
た
ち
や
若
者
た
ち
に
も

「
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動
は
年
齢
を
重
ね
て
か
ら
も

当
然
や
る
も
の
」
と
い
う
考
え
方
が
自
然
に
広

ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　こ
れ
を
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
身
近

な
健
康
教
室
の
日
程
を
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
市
町
村
の
広
報
紙
に
は
健
康
づ

く
り
活
動
の
お
知
ら
せ
が
必
ず
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
市
民
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
に
は
教
室

開
催
の
チ
ラ
シ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
町
内

の
回
覧
板
に
も
つ
い
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。　『

出
会
い
は
す
ぐ
そ
こ
に
♥
健
康
は
い
ま
か

ら
こ
こ
か
ら
』
で
す
よ
。

　２
０
１
９
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
心
も
身
体
も
健
や
か

な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

腹筋や背筋を使って、左右のお尻を上げるよ
うにしながら、座ったまま足踏みします

①椅子に浅めに座る ②上体を少し後ろに
　傾ける

③椅子の座面をしっか
りつかんで、両足を
一緒に持ち上げる

① 座って足踏み

②  両脚上げ腹筋

☆20回１セットを目安に、痛みや疲れが
　なければもう１セットがんばってみましょう

☆持ち上げて下ろすを１回とし、
　５～10回繰り返しましょう

！ポイント
呼吸をためないように、回数を声に出しながら
やってみましょう

！ポイント
呼吸を止めないように、回数を声に
出しながらやってみましょう

※腰に痛みのある方は決して
　無理しないでください
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

　10
月
26
日
（
金
）、
晴

天
の
も
と
会
員
29
名
が
、

弘
前
駅
城
東
口
か
ら
黒
石

市
板
留
の
斉
川
旅
館
差
し

回
し
の
バ
ス
で
、
中
野
も

み
じ
山
へ
向
か
う
。

　到
着
後
早
速
中
野
川
の

川
原
へ
下
り
、
不
動
の
滝

を
バ
ッ
ク
に
全
員
で
記
念

撮
影
。
中
野
神
社
参
拝
の

後
そ
れ
ぞ
れ
散
策
に
向
か

う
。
紅
葉
狩
り
の
後
、
参
道
の
出
店
で
一
休
み
し
、
珈
琲
で
の
ど
を
潤
す
。
と
、
そ

こ
に
御
当
地
ア
イ
ド
ル
黒
石
八
郎
さ
ん
が
突
如
現
れ
て
大
騒
ぎ
と
な
り
、
女
性
会
員

た
ち
は
八
郎
さ
ん
と
の
記
念
撮
影
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。

 
 

斉
川
旅
館
に
移
動
し
、
膳
を
囲
み
な
が
ら
懇
談
、
掛
け
流
し
の
温
泉
を
楽
し
ん

だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

▼
津
軽
支
部

中
野
も
み
じ
山
散
策
と
温
泉

▼
西
北
五
支
部

白
神
湖
水
上
バ
ス
に
て

　11
月
21
日
（
水
）、
雨
降
る
中
、
会
員
37
名
が
弘
前
市
立
博
物
館
に
集
合
し
、
企

画
展
「
こ
ど
も
博
物
館
」
を
見
学
。

　「
弘
前
藩
初
代
藩
主
津
軽
為
信
が
南
部
藩
を
裏
切
っ
た
お
か
げ
で
人
工
的
に
作
ら

れ
た
弘
前
の
町
が
残
り
、
十
二
代
藩
主
承
昭
（
つ
ぐ
あ
き
ら
）
が
奥
羽
越
列
藩
同
盟

を
裏
切
っ
た
お
か
げ
で
弘
前
城
趾
が
外
堀
ま
で
そ
っ
く
り
残
っ
た
」
と
い
う
学
芸
員

の
語
り
が
心
に
残
っ
た
。

　見
学
の
後
、
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
弘
前
シ
テ
ィ
ー
に
移
動
。
バ
イ
キ
ン
グ
ラ
ン
チ
を
囲

み
、
話
に
花
を
咲
か
せ
て
13
時
30
分
頃
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

　７
月
12
日
（
木
）、
中
泊
町
公
民
館
バ

ス
で
会
員
41
名
が
参
加
し
、
西
目
屋
村
の

「
白
神
湖
」
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

　全
員
初
め
て
の
「
水
上
バ
ス
」
で
湖
内

を
遊
覧
し
、
船
上
か
ら
の
白
神
の
森
は
絶

景
で
し
た
。
ま
た
、
白
神
湖
の
周
辺
で
は

多
く
の
山
猿
が
行
き
交
い
、
み
ん
な
び
っ

く
り
し
て
い
ま
し
た
。
帰
路
の
車
中
で
は

次
回
の
旅
路
に
つ
い
て
話
し
、
全
員
元
気

で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
西
北
五
支
部

　野
上

　慶
子
）

博
物
館
を
見
学
し
ラ
ン
チ
を
食
す

　７
月
24
日
（
火
）、
貝
崎
周
遊
・
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
、
鯛
島
上
陸
ウ
ォ
ー
ク
と
洒
落
込
ん
だ
。

　脇
野
沢
は
、
下
北
半
島
の
刃
の
最
下
部
に
位
置

し
、
四
季
の
恵
み
に
歓
び
を
覚
え
る
海
辺
の
山
里

で
あ
る
。

　む
つ
市
の
観
光
遊
覧
船
「
夢
の
平
成
号
」
で
、

貝
崎
周
辺
・
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
後
、
鯛
島
上

陸
。
島
や
そ
の
周
辺
は
、
海
中
公
園
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
鯛
島
は
、
そ
の
名
の
通
り
鯛
の
よ
う
な

形
を
し
て
お
り
、
坂
上
田
村
麻
呂
と
恋
に
落
ち
た

村
の
娘
と
の
悲
恋
の
伝
説
が
残
る
「
鯛
島
」
で
、

ウ
ミ
ネ
コ
と
戯
れ
な
が
ら
悲
恋
の
伝
説
が
残
る

島
の
中
を
探
索
。

　下
船
後
、
脇
野
沢
港
の
西
側
、
小
高
い
山
の
上

に
あ
る
愛
宕
山
公
園
を
散
策
。
景
観
は
す
ば
ら
し

く
、
鯛
島
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
山
の
斜
面

に
は
「
三
十
三
観
音
」
が
鎮
座
し
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル

や
カ
モ
シ
カ
が
顔
を
出
す
こ
と
も
。
豊
か
な
自
然

を
心
行
く
ま
で
堪
能
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）

▼
下
北
支
部

脇
野
沢
・
貝
崎
周
遊
・
鯛
島
上
陸
ウ
ォ
ー
ク
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▼
青
森
支
部

雨
の
奥
入
瀬

　紅
葉
狩
り

べ
こ
餅
づ
く
り
に
挑
む
！

　あ
す
な
ろ
友
の
会
「
遊
学
の
旅 

in 

鹿
角
」
が
10
月
10
日
（
水
）〜
11
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
。

　県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
会
員
50
名
は
、
初
日
、
秋
田
県
小
坂
町
の
康
楽
館
に
て
常
打
芝
居
を
観
劇
。

青
森
支
部
の
西
塚
副
支
部
長
が
飛
び
入
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

 

大
湯
温
泉
「
ホ
テ
ル
鹿
角
」

に
到
着
後
、
あ
す
な
ろ
友
の
会

代
表
幹
事
の
吉
田
博
支
部
長
よ

り
挨
拶
な
ど
が
あ
り
宴
会
が
ス

タ
ー
ト
。
各
支
部
会
員
が
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
を
披

露
。
津
軽
支
部
は
、
他
支
部
の

会
員
を
交
え
「
ふ
る
さ
と
」
を

大
合
唱
し
、
上
十
三
支
部
の
よ

さ
こ
い
は
キ
レ
の
あ
る
踊
り
を

見
せ
た
。
得
意
の
楽
器
を
披
露

す
る
方
や
、
日
本
舞
踊
を
披
露

す
る
方
な
ど
大
い
に
宴
会
を
楽

し
み
、
交
流
を
深
め
た
。

 

翌
日
は
、
尾
去
沢
鉱
山
を
見

学
。
鹿
角
観
光
ふ
る
さ
と
館
で

昼
食
・
買
い
物
を
楽
し
み
、
笑

い
の
絶
え
な
い
２
日
間
を
過
ご

し
た
。

　11
月
３
日
（
土
）、
横
浜
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
「
べ
こ
餅
づ
く

り
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　講
師
の
内
山
咲
喜
子
さ
ん
の
指
導
の
下
、
白
生
地
と
餡
生
地
の
こ
ね

方
や
形
成
に
苦
心
し
な
が
ら
も
完
成
。
会
員
の
明
戸
は
る
さ
ん
か
ら

「
う
ま
く
出
来
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　講
師
か
ら
の
講
評
後
、
次
回
の
連
絡
事
項
を
伝
達
し
解
散
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
十
三
支
部

　沖
津

　秀
樹
）

　10
月
24
日
（
水
）、
青
森
支
部
は
会
員
95
名
が
、
奥
入
瀬

の
紅
葉
散
策
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨
模
様
で
、
次

第
に
晴
れ
て
く
る
と
の
天
気
予
報
を
信
じ
て
、
午
前
９
時

に
出
発
。

　石
ヶ
戸
に
到
着
し
て
も
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
、
散
策

は
中
止
と
な
り
、
バ
ス
で
子
の
口
ま
で
行
き
、
折
り
返
し

て
ホ
テ
ル
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
車
窓
か
ら
眺

め
る
紅
葉
は
と
て
も
綺
麗
で
、
車
内
か
ら
は
「
散
策
し
た

か
っ
た
な
あ
」
と
言
う
声
も
ち
ら
ほ
ら
。

　ホ
テ
ル
で
昼
食
を
済
ま
せ
る
と
天
気
が
良
く
な
っ
た
の

で
、
休
憩
を
早
め
に
切
り
上
げ
、
帰
路
は
紅
葉
真
っ
盛
り

の
蔦
沼
を
散
策
し
ま
し
た
。
蔦
沼
は
中
国
人
と
思
わ
れ
る

観
光
客
が
い
っ
ぱ
い
で
、
話
し
て
い
る
言
葉
は
ち
ん
ぷ
ん

か
ん
ぷ
ん
で
し
た
。

　奥
入
瀬
渓
流
は
散
策
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
蔦
沼
を
歩
き
参
加
者
は
紅
葉
を
堪
能
し
た
よ
う
で
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
青
森
支
部

　木
原

　一
明
）

　10
月
20
日
（
土
）、
奥
入
瀬
川
河
川
敷
六
戸
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
に
て
、
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー
よ
り
柴
田
課

長
を
招
き
、
最
高
の
雰
囲
気
で
「
友
情
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
」
を
行
っ
た
。
結
果
は
次
の
通
り
。

　男
子
①
山
本
順
治

　②
佐
賀
均

　③
赤
坂
孝
悦
、
女
子

①
猪
股
泉
子

　②
泉
舘
節
子

　③
関
川
典
子
、
以
下
全
員

が
〝
頑
張
っ
た
で
賞
〞
を
手
に
し
た
。

　赤
坂
孝
悦
氏
よ
り
「
全
員
集
中
し
愛
球
打
撃
の
様
子
は

満
点
、
事
故
な
く
終
了
し
た
こ
と
は
大
変
良
か
っ
た
」
と

講
評
い
た
だ
い
た
。
今
日
の
事
業
は
雰
囲
気
抜
群
で
、
今

回
の
目
的
で
あ
る
滋
養
浸
透
の
実
感
を
得
て
胸
を
な
で
お

ろ
し
帰
路
に
つ
い
た
。

　（
上
十
三
支
部

　武
田

　茂
）

▼
上
十
三
支
部

健
康
寿
命
の
滋
養…

一
助

青森支部・西塚副支部長が康楽館にてデビュー!?

津軽支部は「ふるさと」を大合唱

上十三支部はよさこいを披露

尾去沢鉱山にて解説を聞く会員
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Ｎ 41°00′00″Ｎ 41°00′00″

北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力

第11回 や 」賛賛歌　お達者お歌 お達者人生人生 「「みみ やこうたやこうたやこうた」」賛歌　お達者人生　「み やこうた」賛歌　お達者人生　「み やこうた」

　　　　　昭和14年青森市生まれ。昭和32年に青森県立青森高等学校卒業後、
　　　　　ＮＨＫ青森放送局に入局。以後、東北各地の放送局に勤務。
　　　　　平成８年にＮＨＫ文化センター青森支社長となり、平成10年に「みやこ
　　うた」を創案。現在は、「みやこうたを創り楽しむ会」会長の他、ＮＨＫ文化セ
　　ンター「みやこうたを楽しむ」講師、各地「みやこうた教室」講師をしている。

みやこうたを創り楽しむ会会長
　湊　望（みなと　ほまれ）

　「住めばみやこ」を基本理念とする青森新文芸「みやこうた」が誕生して20年。この機会に、当誌
「すこやか長寿コーナー」にて最近紹介された方々へ「みやこうた」賛歌をお贈りしたいと思います。

102歳　波多江たまさん・弘前（30年夏号）
94歳　佐藤むつ子さん・平内（30年夏号）
93歳　佐藤　一衛さん・鯵ヶ沢（29年冬号）
92歳　川口　光勇さん・弘前（30年春号）
91歳　別部　容子さん・三沢（30年秋号）

　中村　治男さん・八戸（29年冬号）

89歳　八木　英男さん・青森（30年夏号）
88歳　橘　　一成さん・六ヶ所（29年冬号）

　中岫　みつさん・十和田（30年春号）

　平山　盛勝さん・五所川原（30年春号）

　今　　昭雄さん・弘前（30年秋号）

　田中　　信さん・十和田（30年夏号）

87歳　簗田　睦子さん・十和田（29年冬号）
　千田　みづさん・横浜（29年冬号）

　小山内　糺さん・青森（30年秋号）

　清水　千春さん・八戸（30年夏号）

86歳　佐々木ツタ子さん・八戸（30年春号）
　村田　敏雄さん・八戸（30年春号）

83歳　武田　　茂さん・六戸（30年秋号）
82歳　山口　源廣さん・青森（30年秋号）

　栄利貞宏さん、小田桐節さん・五所川原（30年夏号）

75歳　泉山　トシさん・八戸（30年秋号）
  ※年齢は記事掲載当時
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小泉　憲一  〈 あおもり魅力野菜プロジェクト 会長 〉
昭和54年生まれ。他産業に従事していたが、農業はやり方次第で儲かる職業だと思い就農を決意。弘前市の先進農家に
おいて3年間研修を実施。ミニトマトを中心に、イタリア野菜や地域の伝統野菜を栽培。若手農家トップランナー塾第5期
生、あおもりマルシェ実行委員会、トップランナー塾青春農業直売会会長、あおもり魅力野菜プロジェクト会長など。
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【事例１】

【事例２】

◆直接加熱できるタイプの湯たんぽをコンロ
等で加熱する場合は、必ず口金（キャップ）を
外して加熱してください。また、金属製でも
直接加熱できない製品もありますので、必ず
取扱説明書や注意表示を確認してください。

◆湯たんぽは、就寝前にふとんを暖めるのに使
用し、ふとんが暖まったら湯たんぽを取り出
して就寝しましょう。

◆子どもや介護が必要な方が湯たんぽを使用
する際は、身体の同じ部位に触れ続けないよ
うご家族、介護者など周囲の方で時々湯たん
ぽの位置を変えて、低温やけどを防いでくだ
さい。

湯たんぽを安全に正しく使いましょう！
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東青地域県民局地域健康福祉部 保健総室（東地方保健所）
青森県口腔保健支援センター

☎　017-739-5421

 

予

　防 

❶
歯
や
入
れ
歯
の
清
掃
、
歯
周
病
等
の
予
防
や
治
療
を
し

ま
し
ょ
う
。

口
の
中
は
加
齢
と
と
も
に
乾
燥
し
が
ち
で
細
菌
が
繁

殖
し
や
す
い
た
め
、
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

❷
食
事
の
仕
方
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

背
を
伸
ば
し
て
よ
い
姿
勢
で
食
事（
汁
物
は
慎
重
に
）

を
し
ま
し
ょ
う
。
飲
食
後
、
な
る
べ
く
２
時
間
位
は
横

に
な
ら
ず
に
座
っ
た
姿
勢
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

❸
嚥
下
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。（
図
２
）

誤
嚥
予
防
の
た
め
、
食
事
前
に
お
口
や
の
ど
の
ま
わ

り
の
筋
肉
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。

　い
つ
ま
で
も
健
康
に
過
ご
す
た
め
、
右
の
３
つ
を
心
掛
け
、

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
も
し
気
に
な
る
症
状

が
み
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。

　平
成
29
年
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
70
歳
代
以
降
の
死

因
は
「
肺
炎
」
が
上
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
約
７

割
が
「
誤
嚥
性
肺
炎
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　食
べ
物
や
唾
液
が
気
管
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
健
康
な

私
た
ち
に
も
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
は
、
反
射
的

に
激
し
く
「
む
せ
て
」
押
し
出
そ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
加

齢
と
と
も
に
、
飲
み
込
む
力
や
押
し
出
す
力
が
低
下
す
る
と
、

誤
っ
て
気
管
に
入
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
誤
嚥
」
と
言
い

ま
す
。
さ
ら
に
誤
嚥
し
た
も
の
に
よ
り
、
炎
症
を
起
こ
す
こ
と

を
「
誤
嚥
性
肺
炎
」
と

言
い
ま
す
。（
図
１
）

　「
誤
嚥
」
は
、
最
初

の
一
口
目
に
な
り
や
す

く
、
特
に
、
水
や
お
茶

の
よ
う
な
飲
み
込
む
ス

ピ
ー
ド
が
速
い
飲
み
物

は
、
む
せ
や
す
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　誤
嚥
性
肺
炎
の
主
な

症
状
、
原
因
と
予
防
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

主
な
症
状

・
発
熱

　

 

・
激
し
い
咳

　・
呼
吸
が
苦
し
い

原

　因
①
口
腔
内
細
菌
（
歯
周
病
菌
等
）
や
入
れ
歯
の
汚
れ

②
分
泌
す
る
唾
液
の
減
少

③
飲
み
込
む
力
の
低
下
、
舌
や
の
ど
の
運
動
機
能
・
筋
力

の
低
下

図１　誤嚥性肺炎

1

2

図２　嚥下体操をしましょう
出典：「歯科健康教室の達人」より

〜
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
に
つ
い
て
〜

ご
え
ん
せ
い
は
い
え
ん

20



ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

　
　
　
　

 

卓
球
に
夢
中

森
田
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク（
つ
が
る
市
）

　森
田
体
育
セ
ン
タ
ー
に
〝
ビ
シ
！
バ

シ
！
〞と
い
う
打
球
音
が
飛
び
か
い
ま

す
。
数
名
で
始
め
た
仲
良
し
ピ
ン
ポ
ン
ク

ラ
ブ
が
、
今
で
は
つ
が
る
市
だ
け
で
な

く
、
五
所
川
原
市
、
中
泊
町
、
鶴
田
町
と

会
員
の
輪
を
広
げ
20
名
以
上
の
会
員
と
な

り
ま
し
た
。

　初
級
者
・
中
級
者
だ
け
で
な
く
、
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
大
会
に
出
場
し
た
選
手

も
参
加
し
て
お
り
、
練
習
は
、
月
・
水
・

金
・
土
の
週
４
回
。
打
球
の
速
さ
、
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
俊
敏
さ
は
と
て
も
60
〜
80
代

と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　「
森
田
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
」
の
楽
し
み

の
一
つ
は
、
10
時
半
か
ら
の
「
も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
」
で
す
。
お
茶
・
コ
ー
ヒ
ー
・
お
菓

子
類
・
果
物
を
食
べ
な
が
ら
、
四
方
山
話
に
花
が
咲
き
、
小
さ
な
休
憩
室
が
笑
い
声
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　後
半
は
ダ
ブ
ル
ス
戦
。
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
愛
好
者
は
男
女
が
力
を
合
わ
せ
て
ゲ
ー
ム
を

す
る
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
戦
が
大
好
き
で
す
。「
何
や
っ
て
い
る
の
！
も
っ
と
し
っ
か

り
」
と
叱
咤
激
励
の
声
。「
ナ
イ
ス
ボ
ー
ル
！
」
と
賞
賛
の
声
が
入
り
混
じ
り
ま
す
。

　県
内
大
会
、
東
北
大
会
、
全
国
大
会
と
参
加
で
き
る
試
合
も
多
く
、
友
達
の
輪
も
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
週
数
回
の
運
動
、
多
く
の
人
と
の
交
流
、
長
寿
社
会
に
向
け
て

「
森
田
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
」
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
イ
ト
! !

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　代
表
者
／「
森
田
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
」
米
谷
隆
子

　連
絡
先
／
０
１
７
３
（
２
６
）
４
３
０
３

（
地
域
通
信
員

　笹
森
愼
一
）
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髙
髙

髙

　早いもので今年も終わりですね。めっきり寒くなりましたが、
皆さんお元気でお過ごしでしょうか。今号に掲載した「北緯41
度・青森の魅力」では、「すこやか長寿コーナー」に掲載された

方へ「みやこうた」が贈られていました。一人ひとりの特徴を捉えた面
白いうたですので、是非ご覧ください。お正月は「あすなろ倶楽部」を
読み返して、「みやこうた」と照らし合わせてみるのも面白いのではないで
しょうか。それでは良いお年をお迎えください。（小塚）

22



貸館部分使用料（１時間単位）
利用時間：午前９時から午後９時まで

※準備及び撤収時間含む

県民ホール
大研修室
中研修室
小研修室
多目的室４Ａ
多目的室４Ｂ
講師控室２
多目的室３Ｂ
多目的室３Ｃ
講師控室１
多目的室２Ａ
多目的室２Ｂ
調理実習室

階

４階

３階

２階

５階

3,900 円

1,200 円

910円

320円

590円

590円

270円

380円

260円

270円

900円

370円

530円

5,070 円

5,850 円

7,020 円

7,800 円

1,950 円

600円

455円

160円

295円

295円

135円

190円

130円

135円

450円

185円

265円

2,535 円

2,925 円

3,510 円

3,900 円

350 席
100 名
75 名
24 名
40 名
45 名
ー

30 名
19畳
ー

50名
24名
5台

1,000 円未満
2,000 円未満
3,000 円未満
3,000 円以上

入場料その他
これに類する
料金

※県民ホール利用で入場料を徴収する場合の使用料

部 屋 名 利用定員
社会福祉法
人等が使用
する場合

左記以外の
場合

平
成
30年

12月
28日

発
行

発
行
者
　
青
森
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ
ー

編集・発行　青森県長寿社会振興センター
〒030-0822　青森市中央３丁目 20-30　県民福祉プラザ３階　Tel : 017-777-6311   Fax : 017-735-1160

ホームページ　http://www.choju-aomori.or.jp/

交通機関
市営バス
　●中央環状線「県民福祉プラザ前」
　　下車
　●JR青森駅前４番のりばから市民
　　病院行き、青森公立大学行き、
　　横内環状線、問屋町行き、大野浜
　　田環状線、朝日放送行き15分、
　 「働く女性の家前」下車、徒歩１分
　●国道４号線「市役所前」、「NTT前」  
　　下車、徒歩10分
タクシー
　●JR青森駅前より約10分

駐車場
駐車スペースが少ないので、なるべく
公共交通機関等をご利用ください。

利用時間・休館日
施　　設

貸館部分
（県民ホール、研修室等）

モデルハウスコーナー
福祉機器展示コーナー
情報提供コーナー等その他

貸館事務
（研修室等利用申込等）

利用時間 休 館 日

午前9時～午後9時

午前9時～午後5時

午前9時～午後5時

毎月第３月曜日

12月29日～１月３日

〒030-0822 青森市中央３丁目20番30号
TEL 017-777-9191　FAX 017-777-0013県民福祉プラザ
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